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► 発荷主企業：マルコメ（株）

長野県で味噌などの発酵食品の製造・販売を行う。

►元請運送事業者：長野通運（株）
長野市に本社を置く物流会社。マルコメの物流を一括して請け負う。

►実運送事業者：東信運送（株）
長野市に本社を置く貨物運送事業を主体とした事業者である。

► 着荷主：（株）キューソ一流通システム栗橋営業所

マルコメ（株）の関東圏内の顧客への配送センターを運営している物流事業者である。

►荷種

家庭用・業務用の味噌などの食品。
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●実験前

納品日の前日に積込み、翌日に卸す運行⇒途中に休息が入るため2日にわたる運行に
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●実験後

納品日の当日に積込み卸す運行⇒1日の運行が可能に（ドライバーと車両の生産性向上）
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《効果》

・拘束時間が約15時間から約14時間へと

1時間短縮

・2日にわたる運行から、1日で運行が可能

となり、翌日は別の業務が可能に。

・1日の運行となることで毎日自宅で休息で

きる。
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① 手待ち時間の発生

荷受け作業は、午前9時から開始。荷受け作業は、栗橋DCに到着次第受付し、その受け付け順の

荷受けとなるため、受付から荷受け開始まで待つ時間が発生している。

② 集積品の仕分け作業の発生

一部パレット単位に満たない貨物は、パレットに積み合せた状態での荷受け（集積品）となり、荷卸

し後、商品毎に仕分ける作業を、当日入庫の全ドライバーが手伝うルールとなっており、拘束時間

が長くなる一因となっている。

① トライアルは、配送日の当日の積込み作業と荷卸し作業の時間帯の指定により、拘束時間の短縮

及びドライバーと車両の生産性向上を図ることを目的とした。

② 昨年度の本事業において、マルコメ（株）からの在庫補充分の出荷データを1日早く出してもらうことに

より、積み込み作業が集中していた午後の作業を効率的に行うことが可能となった。その結果可能

となる当日積込み作業を利用した。

③ 荷役作業の時間帯指定については、特に栗橋DCでの荷卸し作業を、従来の受付順から時間指定

することで、時間と車両の効率化の実効性について検証した。

① 拘束時間の短縮

拘束時間は実験前の約15時間から実験後は約14時間に1時間程度短縮できることが確認できた。

② ドライバーと車両の生産性向上

実験前の2日にわたる運行から、実験後は1日で運行が可能に。翌日は別の業務が可能となること

が確認できた。

③ ドライバーの労働条件の改善

ドライバーは1日の運行となることで毎日自宅で休息できる。

① 配送日の当日の積込み作業と荷卸し作業の時間帯の指定により、拘束時間の短縮及びドライバー

と車両の生産性向上を図ることが可能であることが確認できた。

② 関係者間で集積品の削減など将来的な課題を共有でき、その取組等ができれば、ドライバーの作

業時間の削減や、（株）キューソー流通システムでの作業負荷および作業コストの軽減も期待できること

が確認できた。

① 発荷主、着荷主の理解と協力、元請け運送事業者、実運送事業者の作業対応等の結果である。全

ての関係者においてWin-Winの関係が一層強固になったと考えられる。
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